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反
復
さ
れ
る
主
題
―
―
『
本
朝
水
滸
伝
』
の
典
拠
と
方
法
―
―

文
化
科
学
研
究
科
・
日
本
文
学
研
究
専
攻　

紅
林　

健
志

１　

は
じ
め
に
―
―
「
葛
城
王
」
私
注
―
―

『
万
葉
集
』
巻
十
六
「
安
積
山
影
さ
へ
見
ゆ
る
山
の
井
の
浅
き
心
を
我
が
思
は
な
く

に
」（
１
）
の
左
注
に
登
場
す
る
「
葛
城
王
」
に
つ
い
て
、『
本
朝
水
滸
伝
』（
安
永

二
年
〈
一
七
七
三
〉
刊
。
後
編
は
写
本
で
伝
わ
る
）
は
天
智
天
皇
の
こ
と
と
す
る
。

　
　

�

近
江
大
津
の
宮
に
御
代
し
ろ
し
め
し
し
天
皇
天
智
い
と
若
う
お
は
し
ま
し
て
、

大
御
名
を
葛
城
の
王
と
申
奉
り
し
こ
ろ
、
御
父
天
皇
の
勅
を
う
け
も
ち
て
み

ち
の
く
に
下
り
ま
せ
し
に
、
其
国
の
守
の
娘
、
采
女
を
暦
て
家
に
か
へ
り
お

は
せ
し
に
、
御
か
は
ら
け
を
奉
る
と
て
、「
浅
き
心
は
我
も
は
な
く
に
」
と
よ

み
て
奉
り
し
歌
に
め
で
給
ひ
て
、
則
御
か
た
へ
に
さ
む
ら
は
せ
給
ふ

（
第
三
十
六
条
）

こ
れ
に
つ
い
て
木
越
治
注
は
、「
天
智
天
皇
の
若
き
頃
の
名
と
す
る
説
は
他
に
見
当

ら
な
い
」
と
す
る
（
２
）。
確
か
に
当
時
の
『
万
葉
集
』
注
釈
の
水
準
か
ら
す
れ
ば
、

木
越
の
言
は
至
極
妥
当
な
も
の
と
言
っ
て
い
い
。し
か
し
、こ
れ
に
つ
い
て
は
、『
万

葉
集
』
注
釈
の
問
題
と
の
み
見
る
の
は
必
ず
し
も
正
し
く
な
い
。
例
え
ば
、『
毘
沙

門
堂
本
古
今
集
注
』
は
、『
古
今
集
』
仮
名
序
に
引
か
れ
る
同
歌
に
対
し
て
以
下
の

よ
う
な
注
を
付
し
て
い
る
（
３
）。

　
　

�

註
曰
、
浅
香
山
ノ
コ
ト
バ
ヽ
ト
云
者
、
ナ
ニ
ハ
津
ノ
後
ヨ
リ
歌
二
十
一
代
ノ

御
門
マ
デ
断
テ
ヨ
マ
ズ
。
天
智
天
皇
イ
マ
ダ
御
位
ニ
即
給
ハ
ズ
シ
テ
オ
ハ
セ

シ
時
、
今
ハ
位
ニ
即
給
マ
ジ
キ
人
ニ
テ
賜
橘
姓
号
太
政
大
臣
葛
城
。
此
時
ミ
チ

ノ
国
ノ
守
ニ
テ
下
リ
給
ケ
ル
ニ
浅
香
ノ
郡
ニ
ツ
キ
給
、
又
其
所
ノ
土
民
等
マ

ウ
ケ
ワ
ロ
ク
シ
タ
リ
ト
テ
イ
カ
リ
給
ケ
レ
バ
、
近
江
ノ
采
女
ト
云
女
都
ヨ
リ

具
テ
下
リ
タ
リ
ケ
ル
ガ
大
臣
ノ
御
意
ヲ
ナ
ダ
メ
申
サ
ム
ガ
為
ニ
ヨ
メ
ル
歌
也
。

先
の
引
用
と
細
部
は
異
な
る
も
の
の
、
葛
城
王
を
天
智
天
皇
と
す
る
点
で
は
一
致

す
る
。
天
智
天
皇
を
「
葛
城
」
と
呼
ぶ
こ
と
自
体
は
、『
日
本
書
紀
』
舒
明
天
皇
二

年
正
月
の
条
に
、「
一
ヲ
葛
城
ノ
皇
子
ト
曰
フ
。近
江
ノ
大
津
宮
ニ
シ
テ
御
宇
天
皇
ナ
リ
。」

と
あ
り
（
４
）、
正
史
に
根
拠
を
持
つ
も
の
の
、
注
釈
と
し
て
は
や
は
り
荒
唐
無
稽

の
感
は
否
め
な
い
。
事
実
、
契
沖
や
真
淵
な
ど
、
当
時
の
『
万
葉
集
』
注
釈
の
世

界
で
は
批
判
対
象
と
し
て
意
識
さ
れ
て
す
ら
い
な
い
。
し
か
し
、
近
世
の
民
衆
の

想
像
力
の
範
疇
に
こ
う
し
た
説
が
確
か
に
息
づ
い
て
い
た
こ
と
は
、
い
く
つ
か
の

傍
証
が
示
し
て
い
る
。
近
松
門
左
衛
門
『
天
智
天
皇
』（
元
禄
二
年
〈
一
六
八
九
〉
初
演
）

に
は
、
葛
城
の
大
君
（
後
の
天
智
天
皇
）
が
春
日
の
里
に
到
り
、
御
酒
の
長
の
娘
の

采
女
と
婚
姻
の
杯
を
交
わ
す
場
面
が
出
る
。
猿
沢
の
池
に
入
水
し
た
采
女
と
こ
の

安
積
山
の
歌
を
詠
ん
だ
采
女
が
綯
い
交
ぜ
に
な
っ
て
い
る
た
め
、
陸
奥
と
し
て
は

い
な
い
も
の
の
、
こ
の
場
面
の
背
景
に
、『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』
に
載
る
よ
う

な
「
葛
城
王
」
を
天
智
天
皇
と
す
る
説
が
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
他
、『
東

国
旅
行
談
』（
天
明
九
年
〈
一
七
八
九
〉
刊
）
も
、
陸
奥
に
「
葛
城
王
」
を
天
智
天
皇

と
す
る
伝
説
が
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
い
る
。
こ
う
し
て
見
る
と
、「
葛
城
王
」
を
天

智
天
皇
と
す
る『
本
朝
水
滸
伝
』に
も
そ
れ
な
り
の
根
拠
が
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。

　

し
か
し
、『
本
朝
水
滸
伝
』の
作
者
建
部
綾
足
が
賀
茂
真
淵
門
下
の
和
学
者
で
あ
っ

た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
同
歌
の
下
の
句
を
「
浅
き
心
は
我
も
は
な
く
に
」
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と
す
る
『
本
朝
水
滸
伝
』
が
、
寛
永
板
本
『
万
葉
集
』
で
は
、「
ワ
カ
オ
モ
ハ
ナ
ク

ニ
」
で
あ
っ
た
結
句
の
訓
を
、
契
沖
『
万
葉
代
匠
記
』
精
撰
本
が
「
落
句
ハ
、
ワ

カ
モ
ハ
ナ
ク
ニ
ト
読
ヘ
シ
」
と
訂
正
し
（
５
）、
真
淵
『
万
葉
考
』
が
そ
れ
に
倣
っ

た
と
い
う
注
釈
史
の
流
れ
を
引
き
継
い
で
い
る
こ
と
も
、
ま
た
事
実
で
あ
る
。
そ

し
て
『
万
葉
代
匠
記
』『
万
葉
考
』
は
、
木
越
の
指
摘
に
あ
る
よ
う
に
、
と
も
に
「
葛

城
王
」
を
天
智
天
皇
と
す
る
説
を
と
っ
て
い
な
い
。
と
す
れ
ば
『
本
朝
水
滸
伝
』

は
正
統
な
注
釈
を
あ
え
て
避
け
、
俗
説
に
よ
る
設
定
を
も
の
し
て
い
る
こ
と
に
な

る
。
な
ぜ
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
。
藤
原
加
祢

与
序
に
古
語
学
習
の
書
と
し
て
の
側
面
を
謳
っ
て
い
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
こ
う

し
た
点
は
瑕
瑾
と
も
言
い
得
る
。
ま
た
単
純
な
比
較
は
で
き
な
い
が
、『
西
山
物
語
』

で
は
万
葉
歌
に
対
し
て
犯
し
て
い
た
誤
謬
を
改
刻
に
よ
っ
て
訂
正
し
た
前
例
（
６
）

も
あ
り
、
疑
問
は
残
る
。

　

本
稿
は
こ
う
し
た
疑
問
に
対
し
、
作
品
論
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
も
っ
て
答
え
た

い
。よ
り
具
体
的
に
は
、弓
削
道
鏡
の
人
物
造
型
に
関
わ
る
俗
説
の
利
用
を
検
討
し
、

『
本
朝
水
滸
伝
』の
語
ら
れ
ざ
る
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
て
み
た
い
と
思
う
の
で
あ
る
。

そ
れ
が
、
こ
の
葛
城
王
を
め
ぐ
る
俗
説
の
利
用
の
解
答
に
つ
な
が
っ
て
ゆ
く
こ
と

に
も
な
る
で
あ
ろ
う
。

２　
『
本
朝
水
滸
伝
』
出
典
追
考

　

ま
ず
、
前
提
と
し
て
典
拠
の
問
題
を
整
理
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
道
鏡
の
人

物
造
型
に
つ
い
て
考
え
て
ゆ
く
上
で
、『
本
朝
水
滸
伝
』
は
、
ど
の
よ
う
な
文
献
に

依
拠
し
て
い
る
の
か
、
あ
る
い
は
し
て
い
な
い
の
か
、
と
い
う
点
は
き
わ
め
て
重

要
な
意
味
を
持
っ
て
い
る
。
現
在
で
は
『
本
朝
水
滸
伝
』
は
『
前
々
太
平
記
』（
正

徳
五
年
〈
一
七
一
五
〉
刊
）
を
主
要
な
典
拠
と
す
る
と
の
考
え
が
定
説
と
な
っ
て
い
る

感
が
あ
る
が
、
本
稿
の
立
場
は
そ
れ
に
懐
疑
的
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
こ
で
は
研

究
史
を
再
検
討
し
つ
つ
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
典
拠
に
つ
い
て
、
新
た
な
文
献
名
を

掲
げ
た
い
。

　

研
究
史
上
、『
前
々
太
平
記
』を
典
拠
と
し
て
言
挙
げ
し
た
の
は
、寺
島
員
章「『
本

朝
水
滸
伝
』
出
典
考
」（
７
）
で
あ
る
。
寺
島
は
『
本
朝
水
滸
伝
』
第
八
条
、
第
九

条
と
『
続
日
本
紀
』
を
比
較
し
た
結
果
と
し
て
、「
こ
の
二
条
と
、『
続
日
本
紀
』

を
比
較
し
て
み
る
と
、
宇
佐
八
幡
で
神
託
を
受
け
る
場
面
、
清
麻
呂
が
両
脚
の
筋

を
切
ら
れ
る
こ
と
、
竜
田
山
の
麓
で
清
麻
呂
が
命
を
ね
ら
わ
れ
る
こ
と
な
ど
、
増

補
が
見
ら
れ
る
」
と
し
て
、
こ
の
増
補
部
分
が
『
前
々
太
平
記
』
と
一
致
す
る
こ

と
を
指
摘
し
、『
前
々
太
平
記
』を
典
拠
と
判
断
し
た
。し
か
し
、こ
れ
は
何
も『
前
々

太
平
記
』
だ
け
が
持
つ
説
話
的
構
成
で
は
な
い
。
本
来
な
ら
ば
、
こ
の
宇
佐
八
幡

宮
神
託
事
件
の
説
話
的
な
変
転
の
様
相
を
、
詳
し
く
跡
づ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
こ
ろ
だ
が
、
本
稿
の
主
旨
を
逸
脱
す
る
た
め
、
概
略
の
み
を
記
す
に
と
ど
め
る
。

宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
の
説
話
的
な
祖
型
は
、『
日
本
後
紀
』
延
暦
十
八
年
二
月

二
十
一
日
の
条
、
い
わ
ゆ
る
「
和
気
清
麻
呂
薨
伝
」
の
中
に
見
て
と
る
こ
と
が
で

き
る
。
そ
れ
が
、『
八
幡
愚
童
訓
』
や
『
神
皇
正
統
記
』
あ
る
い
は
『
水
鏡
』
の
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
ゆ
れ
を
生
じ
さ
せ
な
が
ら
、
近
世
に
入
り
、
林
鵞
峰
編
『
日
本
王

代
一
覧
』（
寛
文
三
年
〈
一
六
六
三
〉
刊
。
以
下
、「
王
代
一
覧
」
と
略
称
）
に
よ
っ
て
、

ひ
と
つ
の
定
型
が
完
成
す
る
。『
前
々
太
平
記
』
も
、
細
部
の
文
辞
を
変
え
て
い
る

も
の
の
、
典
拠
と
し
て
い
る
の
は
『
王
代
一
覧
』
で
あ
る
。
つ
ま
り
、『
王
代
一
覧
』

か
ら
『
本
朝
水
滸
伝
』
へ
の
直
接
的
な
影
響
も
考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

そ
こ
で
、
両
者
を
比
較
す
る
と
、
以
下
の
よ
う
に
『
王
代
一
覧
』
の
方
が
典
拠

と
し
て
優
位
な
点
が
浮
か
び
あ
が
っ
て
く
る
。「
道
祖
王
」
の
訓
み
に
つ
い
て
、『
本

朝
水
滸
伝
』
は
第
三
条
に
「
み
ち
の
お
ん
の
お
ほ
き
み
」
と
訓
み
を
載
せ
る
。『
前
々

太
平
記
』
は
巻
二
「
太
上
皇
崩
御
並
橘
諸
兄
卿
薨
去
之
事
」
に
「
ミ
チ
ノ
ヲ
ミ
ヲ

フ
キ
ミ
」
と
訓
む
。『
王
代
一
覧
』
巻
二
、
天
平
勝
宝
八
年
二
月
の
条
は
、「
道
祖
王
」

の
「
祖
」
に
「
ノ
ヲ
ン
ノ
」
と
訓
が
付
さ
れ
て
お
り
、「
道
ノ
ヲ
ン
ノ
王
」
と
『
本

朝
水
滸
伝
』
に
よ
り
近
い
か
た
ち
を
と
る
。『
前
々
太
平
記
』
は
ど
う
や
ら
『
本
朝

通
紀
』（
元
禄
一
一
年
〈
一
六
九
八
〉
刊
）
前
編
巻
十
一
、
天
平
勝
宝
八
年
夏
五
月
「
○
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依
上
皇
之
遺
詔
以
中
務
卿
道
祖
王
為
皇
太
子
」
の
条
、「
道
祖
」
に
付
さ
れ
た
「
ミ

チ
ノ
ヲ
ミ
ノ
」
と
い
う
訓
み
に
依
拠
し
て
い
る
よ
う
だ
。
こ
れ
自
体
は
些
細
な
違

い
だ
が
、
次
の
例
も
見
て
ほ
し
い
。『
本
朝
水
滸
伝
』
第
三
条
か
ら
第
五
条
に
か
け

て
「
石
村
村
主
」
と
い
う
人
物
が
、
押
勝
討
伐
の
将
の
一
人
と
し
て
登
場
す
る
。

彼
の
名
に
つ
い
て
も
、『
前
々
太
平
記
』
巻
三
「
恵
美
押
勝
謀
叛
並
江
州
高
嶋
合
戦

之
事
」
に
「
官
兵
ノ
其
内
ニ
石
村
石
楯
ト
云
者
押
勝
ヲ
生
捕
テ
頭
ヲ
刎
」
と
い
う

よ
う
に
、『
前
々
太
平
記
』
が
、「
石
村
石
楯
」
と
す
る
の
に
対
し
、『
王
代
一
覧
』

巻
二
、
天
平
宝
字
八
年
の
条
に
、「
官
兵
石
村
々
主
ト
云
者
押
勝
ヲ
生
捕
テ
討
斬
。

其
首
ヲ
京
ヘ
送
ル
」
と
「
石
村
々
主
」
と
あ
り
、
こ
れ
も
よ
り
『
本
朝
水
滸
伝
』

に
近
い
。
こ
れ
は
元
、『
続
日
本
紀
』
天
平
宝
字
八
年
九
月
十
八
日
の
条
に
、「
軍

士
石
村
村
主
石
楯
、
押
勝
を
斬
り
て
、
首
を
京
師
に
伝
ふ
」
の
よ
う
に
（
８
）、「
石

村
村
主
石
楯
」
と
あ
っ
た
も
の
が
、『
日
本
王
代
一
覧
』
で
は
「
石
村
村
主
」、『
本

朝
通
紀
』（
巻
十
一
、
天
平
宝
字
八
年
秋
九
月
）
で
は
「
石
村
石
楯
」
と
分
岐
し
、『
本

朝
水
滸
伝
』
は
前
者
を
、『
前
々
太
平
記
』
は
後
者
を
そ
れ
ぞ
れ
踏
襲
し
た
結
果
と

考
え
ら
れ
る
。「
道
祖
王
」
の
訓
み
に
つ
い
て
も
、
同
じ
よ
う
な
過
程
を
経
て
分
岐

し
た
と
思
し
い
。『
前
々
太
平
記
』
が
『
本
朝
通
紀
』
を
主
要
な
典
拠
と
し
て
い
る

こ
と
は
、
す
で
に
先
学
に
指
摘
が
備
わ
る
（
９
）。

　

そ
し
て
、『
本
朝
水
滸
伝
』
第
三
条
で
は
、
安
禄
山
の
乱
に
つ
い
て
以
下
の
よ
う

に
語
ら
れ
る
。

　
　

�

又
春
日
野
の
烽
火
の
野
守
が
此
あ
か
つ
き
訟
申
さ
く
、「
唐
国
の
天
皇
色
欲
に

め
で
給
ふ
を
こ
た
り
に
よ
り
て
、
臣
安
禄
山
兵
を
集
め
て
御
代
を
奪
は
ん
と

す
。禄
山
も
し
本
意
遂
ず
は
、船
を
東
に
枉
て
此
御
国
を
や
う
か
ゞ
ひ
候
は
ん
」

と
申
。

こ
れ
は
、『
王
代
一
覧
』
巻
二
、
天
平
宝
字
二
年
十
二
月
の
条
に
、

　
　

�

大
唐
ニ
安
禄
山
乱
ヲ
ヲ
コ
シ
世
ヲ
奪
フ
由
、
日
本
ヘ
聞
ユ
ル
ニ
ヨ
リ
テ
、
安

禄
山
本
意
ヲ
ト
ゲ
ズ
ン
バ
、若
日
本
ノ
海
上
ヘ
ヤ
ウ
カ
ヾ
ヒ
、キ
タ
ル
ベ
キ
モ
、

ハ
カ
リ
ガ
タ
シ
。
所
々
ニ
其
用
心
ヲ
ス
ベ
シ
ト
下
知
ス

と
あ
り
、「
世
ヲ
奪
フ
」、「
本
意
ヲ
ト
ゲ
ズ
」、
日
本
を
「
ウ
カ
ヾ
」
う
、
な
ど
の

語
彙
の
一
致
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
引
用
は
省
略
す
る
が
、『
前
々
太

平
記
』
巻
二
「
藤
原
仲
麻
呂
賜
姓
名
並
禦
異
賊
事
」
に
載
る
安
禄
山
の
乱
に
つ
い

て
の
記
述
に
は
、『
本
朝
水
滸
伝
』
と
の
語
彙
の
一
致
は
見
ら
れ
な
い
。
こ
の
よ
う

に
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
文
辞
は
『
前
々
太
平
記
』
よ
り
も
、『
王
代
一
覧
』
に
よ

く
一
致
す
る
。
と
す
れ
ば
、
宇
佐
八
幡
宮
神
託
事
件
に
つ
い
て
も
、
や
は
り
『
前
々

太
平
記
』
に
拠
っ
た
と
す
る
よ
り
も
、
直
接
『
王
代
一
覧
』
に
拠
っ
た
と
考
え
る

方
が
自
然
で
あ
ろ
う
。

『
前
々
太
平
記
』
が
、『
本
朝
水
滸
伝
』
に
対
し
て
ど
れ
ほ
ど
影
響
を
与
え
た
の
か
、

あ
る
い
は
全
く
与
え
て
い
な
い
の
か
と
い
う
問
題
に
つ
い
て
、
今
、
軽
々
に
断
定

は
で
き
な
い
の
だ
が
、
少
な
く
と
も
寺
島
の
提
示
し
た
『
前
々
太
平
記
』
か
ら
『
本

朝
水
滸
伝
』
へ
と
い
う
単
純
な
モ
デ
ル
は
排
除
し
、
影
響
関
係
の
あ
り
方
に
つ
い

て
な
お
点
検
し
な
が
ら
す
す
め
て
ゆ
く
こ
と
が
要
求
さ
れ
る
も
の
と
思
う
。

　

以
上
の
よ
う
な
認
識
の
元
、
こ
こ
で
は
典
拠
と
し
て
優
位
と
判
断
し
た
『
王
代

一
覧
』
を
中
心
に
据
え
、『
前
々
太
平
記
』
及
び
『
本
朝
通
紀
』
も
比
較
対
照
と
し

て
適
宜
参
照
し
つ
つ
、
道
鏡
像
の
描
き
方
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

３　

道
鏡
の
造
型

　

弓
削
道
鏡
は
、『
続
日
本
紀
』
に
お
い
て
、「
道
鏡
、
俗
姓
弓
削
連
河
内
の
人
な
り
」

と
い
う
よ
う
に
、河
内
出
身
と
さ
れ
て
い
る
。し
か
し
、『
本
朝
水
滸
伝
』で
は
、「
伊

予
の
国
弓
削
の
浜
に
、
弓
削
道
鏡
と
申
修
行
者
の
は
べ
る
」
と
伊
予
出
身
に
変
更

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
例
え
ば
『
予
陽
郡
郷
俚
諺
集
』（
宝
永
七
〈
一
七
一
〇
〉
年

成
立
）
に
、「
○
弓
削
、
孝
謙
天
皇
の
時
、
弓
削
道
鏡
予
州
の
産
と
云
」
と
あ
る
類

の
地
方
の
伝
承
を
取
り
入
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
（
10
）。
も
ち
ろ
ん
こ
れ
は
、
作
者

が
参
照
し
た
と
思
し
い
『
王
代
一
覧
』
や
、
あ
る
い
は
そ
の
周
辺
に
あ
る
『
前
々

太
平
記
』
に
も
見
る
こ
と
は
で
き
な
い
説
で
あ
り
、
こ
こ
も
ま
た
、
葛
城
王
の
例
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と
同
様
、
意
図
的
に
俗
説
を
選
択
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

こ
れ
に
は
や
は
り
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
道
鏡
の
作
中
で
の
位
置
づ
け
が
関
係
し

て
い
る
も
の
と
考
え
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
道
鏡
は
、
孝
謙
天
皇
の
病
を
祈
祷
に

よ
っ
て
鎮
め
る
た
め
に
、
阿
曾
丸
に
よ
っ
て
都
へ
と
招
聘
さ
れ
る
。
そ
の
祈
祷
の

様
子
を
描
い
た
以
下
の
描
写
、

　
　

�

さ
て
手
携
た
る
山
多
豆
は
右
の
か
た
へ
に
さ
し
置
、
佩
せ
る
太
刀
は
ぬ
き
出

し
て
、前
な
る
高
机
に
そ
な
へ
て
、お
こ
な
ひ
つ
か
ふ
ま
つ
り
始
ん
と
す
る
時
、

春
の
事
な
れ
ば
、
上
の
愛
給
ふ
猫
の
妻
ど
ひ
す
と
て
、
唐
猫
の
い
と
ち
ひ
さ

く
を
か
し
げ
な
る
を
、
す
こ
し
大
き
な
る
猫
の
追
ひ
つ
ゞ
き
て
、
俄
に
珠
簾

の
小
簀
の
つ
ま
よ
り
は
し
り
出
し
が
、
千
坐
の
机
を
踏
わ
た
り
て
、
彼
そ
な

へ
お
け
る
太
刀
の
し
の
ぎ
刃
に
、
先
な
る
唐
猫
の
胸
を
つ
き
破
り
て
げ
り
。

（
第
二
条
）

こ
れ
を
見
た
道
鏡
は「
吉
瑞
な
り
」と
孝
謙
帝
の
病
の
平
癒
を
予
言
す
る
。そ
し
て
、

こ
の
唐
猫
の
血
を
浴
室
で
洗
い
流
す
そ
の
姿
を
孝
謙
帝
が
垣
間
見
る
こ
と
が
、
寵

を
得
る
契
機
と
な
っ
て
ゆ
く
の
だ
が
、
引
用
箇
所
、
傍
線
部
の
表
現
は
、『
源
氏
物

語
』
若
菜
上
に
拠
っ
て
い
る
（
11
）。

　
　

�

御
木
丁
ど
も
し
ど
け
な
く
ひ
き
や
り
つ
つ
、
人
げ
ち
か
く
よ
づ
き
て
ぞ
み
ゆ

る
に
、
か
ら
猫
の
い
と
ち
ひ
さ
く
を
か
し
げ
な
る
を
、
す
こ
し
お
ほ
き
な
る

猫
の
お
ひ
つ
づ
き
て
、
俄
に
み
す
の
つ
ま
よ
り
は
し
り
出
づ
る
に
、
人
人
お

び
え
さ
わ
ぎ
て
、
そ
よ
そ
よ
と
み
じ
ろ
き
さ
ま
よ
ふ
け
は
ひ
ど
も
、
き
ぬ
の

音
な
ひ
、
み
み
か
し
ま
し
き
心
ち
す
。

柏
木
が
蹴
鞠
の
最
中
、
女
三
の
宮
を
垣
間
見
す
る
契
機
と
な
っ
た
、
そ
の
唐
猫
で

あ
る
。
こ
れ
自
体
は
す
で
に
曲
亭
馬
琴
の
批
評
中
に
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
も
の
だ

が
、
こ
れ
が
同
時
に
、『
水
滸
伝
』
の
巧
み
な
日
本
化
に
も
な
っ
て
い
る
点
は
注
目

さ
れ
る
。
柏
木
の
蹴
鞠
は
、
高
俅
の
蹴
鞠
と
隠
微
に
呼
応
し
合
っ
て
い
る
。
作
者

が
こ
こ
に
『
源
氏
物
語
』
を
用
い
た
背
景
に
は
、
蹴
鞠
に
よ
っ
て
出
世
し
た
『
水

滸
伝
』
の
高
俅
か
ら
、
蹴
鞠
の
最
中
に
、
女
三
宮
を
垣
間
見
し
た
柏
木
へ
の
連
想

が
働
い
た
た
め
と
考
え
て
誤
る
ま
い
。
こ
う
し
た
経
路
で
、
孝
謙
帝
の
好
色
な
覗

き
見
の
場
面
は
構
想
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
凝
っ
た
手
法
に
よ
っ
て
、『
本
朝

水
滸
伝
』
の
道
鏡
は
、『
水
滸
伝
』
の
高
俅
と
丁
寧
に
対
応
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、『
湘
中
八
雄
伝
』『
女
水
滸
伝
』『
い
ろ
は
酔
故
伝
』『
忠
臣
水
滸
伝
』
と
い
っ

た
初
期
の
『
水
滸
伝
』
翻
案
も
の
が
こ
の
「
高
俅
出
世
」
に
寄
せ
た
関
心
は
き
わ

め
て
低
く
、
こ
の
『
本
朝
水
滸
伝
』
の
み
が
、
―
―
し
か
も
、
こ
の
よ
う
な
凝
っ

た
方
法
で
取
り
込
ん
で
い
る
点
は
特
徴
的
と
言
っ
て
い
い
。
そ
し
て
、
こ
の
道
鏡

と
高
俅
の
重
ね
合
わ
せ
に
よ
っ
て
、「
道
鏡
」
の
「
成
り
上
が
り
」
が
強
調
さ
れ
て

い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
道
鏡
の
「
成
り
上
が
り
」
と
い
う
性
格
そ
れ
自
体
は
、

史
実
の
段
階
で
す
で
に
存
在
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
『
本
朝
水
滸
伝
』
は
、

原
典
『
水
滸
伝
』
の
高
俅
と
重
ね
合
わ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
強
調
し
た
か

た
ち
で
虚
構
化
し
て
い
る
と
言
え
る
。

『
本
朝
水
滸
伝
』
が
伊
予
出
生
説
を
用
い
る
の
も
ま
た
、
こ
う
し
た
道
鏡
像
の
反
映

に
依
る
も
の
と
解
釈
で
き
る
。
軽
太
子
、
軽
大
郎
女
の
伊
予
配
流
が
示
す
よ
う
に
、

記
紀
の
世
界
で
は
、
伊
予
は
流
刑
地
で
あ
っ
た
。
作
中
の
伊
予
を
そ
こ
ま
で
極
端

な
辺
境
と
見
る
の
は
行
き
過
ぎ
だ
と
し
て
も
、
都
／
鄙
の
対
立
軸
の
中
で
言
え
ば
、

伊
予
が
〈
鄙
〉
の
側
に
あ
る
の
は
明
ら
か
で
あ
る
。
道
鏡
は
そ
う
し
た
世
界
か
ら

都
に
や
っ
て
来
る
の
で
あ
る
。
そ
の
身
に
合
わ
ぬ
巨
大
な
野
心
を
抱
え
て
。

　

唐
猫
の
血
で
穢
れ
た
体
を
清
め
る
た
め
に
入
浴
し
た
際
、
道
鏡
に
着
替
え
と
し

て
用
意
さ
れ
た
の
は
、
太
上
天
皇
の
法
衣
で
あ
っ
た
。「
我
は
か
ら
ず
も
此
御
衣
を

着
な
ん
、
ほ
い
爰
に
足
し
満
り
」
と
北
叟
笑
む
道
鏡
。
先
程
ま
で
、
鄙
に
住
む
一

介
の
呪
術
師
に
過
ぎ
な
か
っ
た
男
の
、
な
ん
と
途
方
も
な
い
野
心
で
あ
ろ
う
か
。

地
方
か
ら
中
央
へ
、
お
の
れ
の
能
力
の
み
を
頼
り
に
、
権
力
の
中
枢
へ
と
上
っ
て

ゆ
く
道
鏡
の
身
振
り
は
、「
成
り
上
が
り
」
の
典
型
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
作

者
は
、
こ
う
し
た
道
鏡
像
を
描
く
た
め
に
、
あ
え
て
伊
予
出
生
の
俗
説
を
用
い
て

い
る
も
の
と
考
え
た
い
。
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４　

道
鏡
と
押
勝

��

道
鏡
の
も
つ
、「
成
り
上
が
り
」
と
い
う
性
格
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
詳
細
に
述

べ
て
き
た
の
は
、『
本
朝
水
滸
伝
』
に
お
け
る
道
鏡
糾
弾
の
論
理
が
こ
の
一
点
に
掛

か
っ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
第
八
条
、
道
鏡
を
皇
位
に
就
け
る
べ
き
か
否
か
を
宇

佐
八
幡
に
問
う
た
和
気
清
麻
呂
に
、
顕
現
し
た
神
は
こ
う
答
え
る
。

　
　

�

阿
曾
麻
呂
あ
ら
ぬ
事
を
奏
せ
り
。
そ
れ
天
つ
日
嗣
は
神
実
猶
う
け
つ
が
せ
た

ま
ふ
。
私
の
事
に
あ
ら
ず
。
い
か
に
況
や
す
ぢ
な
き
も
の
を
や
。
汝
道
鏡
を

か
し
こ
ま
ず
、
告
の
ま
に
〳
〵
告
り
き
こ
え
申
せ

「
い
か
に
況
や
す
ぢ
な
き
も
の
を
や
」。
宇
佐
大
神
が
道
鏡
を
糾
弾
す
る
の
は
、
彼

が
「
す
ぢ
な
き
も
の
」
で
あ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
こ
の
箇
所
は
、
先
に
指
摘

し
た
『
王
代
一
覧
』
の
記
述
を
忠
実
に
な
ぞ
っ
て
い
る
わ
け
だ
が
、『
王
代
一
覧
』

で
は
、『
日
本
後
紀
』
以
来
の
表
現
を
踏
襲
し
て
「
況
ヤ
無
道
ノ
者
ヲ
ヤ
」
と
な
っ

て
お
り
、『
前
々
太
平
記
』
も
そ
れ
に
従
う
。
こ
れ
は
も
ち
ろ
ん
、
典
拠
の
漢
文
訓

読
体
と
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
和
文
体
と
い
っ
た
文
体
上
の
違
い
が
要
請
し
た
書
き

換
え
で
も
あ
ろ
う
が
、そ
れ
以
上
の
意
味
を「
す
ぢ
な
き
も
の
」と
い
う
言
葉
は
担
っ

て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。「
無
道
」
は
原
典
『
日
本
後
紀
』
で
は
「
悖
逆
無
道
」
と
、

人
倫
、国
法
に
背
く
意
の「
悖
逆
」と
併
せ
用
い
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
示
す
よ
う
に
、

道
徳
的
な
価
値
判
断
か
ら
道
鏡
を
排
斥
す
る
言
葉
で
あ
る
。
し
か
し
「
す
ぢ
な
き

も
の
」
の
場
合
は
、
素
性
の
善
し
悪
し
に
基
づ
く
価
値
判
断
と
い
っ
た
意
味
合
い

が
強
い
。例
を
挙
げ
れ
ば「
運
に
乗
じ
利
を
得
て
は
、筋
な
き
野
人
も
大
名
と
な
り
」

（『
武
道
一
覧
』）
と
い
っ
た
も
の
が
適
切
か
。
つ
ま
り
、
こ
こ
で
問
題
に
な
っ
て
い
る

の
は
、
道
鏡
の
「
成
り
上
が
り
」
そ
の
も
の
な
の
で
あ
る
。

　

道
鏡
の
「
成
り
上
が
り
」
を
批
判
す
る
身
振
り
は
、
史
上
有
名
な
「
恵
美
押
勝

の
乱
」
の
読
み
換
え
も
要
請
す
る
。
た
と
え
ば
、
馬
琴
は
押
勝
像
に
つ
い
て
、
以

下
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

　
　

�

扨
こ
の
段
（
第
三
条
）
の
押
勝
を
、
晁
蓋
に
擬
し
た
る
は
い
と
よ
し
。
是
よ
り

後
は
押
勝
を
又
、
宋
江
に
擬
し
た
る
は
宜
し
か
ら
ず
。
そ
を
い
か
に
ぞ
と
な

ら
ば
、
水
滸
伝
の
宋
江
は
、
後
に
宋
の
忠
臣
に
な
る
を
も
て
、
看
官
お
の
〳
〵

た
の
も
し
く
思
は
ぬ
も
な
く
、
お
の
づ
か
ら
に
贔
屓
の
つ
く
は
理
り
し
か
る

べ
き
所
あ
り
。又
押
勝
は
国
史
に
拠
る
に
、秦
の
始
皇
の
母
大
后
の
男
妾
嫪
毒
、

唐
の
武
后
の
男
妾
張
昌
宗
等
の
亜
流
に
て
、
只
侫
倖
の
小
人
な
れ
ば
、
そ
の

罪
道
鏡
と
百
歩
五
十
歩
の
間
に
あ
り
。
そ
を
忠
臣
に
作
り
か
え
て
宋
江
に
擬

し
た
り
と
も
、
看
官
の
贔
屓
は
つ
き
が
た
き
役
者
也
。

（「
本
朝
水
滸
伝
を
読
む
并
に
批
評
」）

押
勝
を「
そ
の
罪
道
鏡
と
百
歩
五
十
歩
の
間
に
あ
り
」と
す
る
馬
琴
の
口
吻
か
ら
は
、

二
人
を
精
神
的
な
双
生
児
と
見
な
す
立
場
が
読
み
取
れ
る
。
そ
し
て
、
こ
れ
は
当

時
の
一
般
的
な
考
え
で
あ
っ
た
よ
う
だ
。『
本
朝
通
紀
』も
ま
た
同
様
の
立
場
に
立
っ

て
い
る
。
同
書
は
押
勝
に
対
し
、「
按
ズ
ル
ニ
押
勝
性
凶
侫
ニ
シ
テ
、
帝
情
ヲ
誣
惑

シ
テ
自
カ
ラ
威
福
ヲ
極
ム
ル
コ
ト
久
シ
」
と
評
語
で
述
べ
る
。
こ
れ
は
、
道
鏡
を

評
し
た
、「
按
ズ
ル
ニ
道
鏡
帝
意
ヲ
誘
迷
シ
、
驕
ヲ
極
メ
朝
政
ヲ
擅
ト
セ
シ
ヨ
リ
」

と
い
う
表
現
と
相
似
形
を
な
し
て
お
り
、
孝
謙
（
称
徳
）
帝
を
誑
か
し
、
権
勢
を
振

る
っ
た
二
人
を
、
同
じ
型
の
人
物
と
見
て
い
る
こ
と
が
窺
え
る
。
そ
し
て
、『
前
々

太
平
記
』
は
、『
本
朝
通
紀
』
の
こ
れ
ら
の
評
の
、
一
部
あ
る
い
は
全
部
を
本
文
に

取
り
込
ん
で
お
り
、
押
勝
と
道
鏡
の
位
置
づ
け
に
関
し
て
『
本
朝
通
紀
』
と
見
解

を
同
じ
く
し
て
い
る
も
の
と
見
て
い
い
。
他
に
も
、『
前
々
太
平
記
』
は
押
勝
の
「
恵

美
」
の
名
の
由
来
に
付
さ
れ
た
「
俗
説
ニ
孝
謙
押
勝
ヲ
御
覧
ジ
テ
ヱ
ミ
ワ
ラ
ワ
セ

給
フ
ユ
ヘ
ニ
恵
美
ト
云
ハ
誤
ナ
リ
」
と
い
う
『
王
代
一
覧
』
の
注
を
、「
一
説
ニ
恵

美
ト
ハ
孝
謙
帝
仲
麻
呂
ヲ
御
覧
ア
レ
バ
ヱ
ミ
ヲ
含
ミ
給
フ
ノ
義
ナ
リ
。
押
勝
ト
ハ

其
威
権
万
人
ニ
ヲ
シ
カ
ツ
ト
云
義
ナ
リ
ト
ハ
誤
ナ
リ
」
と
書
き
換
え
て
収
録
し
て

い
る
。『
王
代
一
覧
』
が
誤
り
と
し
て
退
け
た
説
を
、
む
し
ろ
許
容
す
る
方
向
で
書

き
換
え
た
背
景
に
は
、
押
勝
と
孝
謙
帝
の
愛
欲
の
関
係
を
強
調
し
よ
う
と
い
う
意

図
が
見
て
取
れ
る
。
こ
れ
も
『
前
々
太
平
記
』
が
押
勝
と
道
鏡
を
同
型
の
人
物
と
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見
て
い
た
こ
と
の
傍
証
と
な
る
だ
ろ
う
。
押
勝
に
対
す
る
批
判
の
よ
り
露
わ
な
『
本

朝
通
紀
』『
前
々
太
平
記
』
を
中
心
に
見
て
き
た
が
、『
王
代
一
覧
』
の
見
方
も
、

そ
こ
か
ら
大
き
く
外
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
反
乱
に
至
る
押
勝
の
心
隈
に
つ

い
て
、『
王
代
一
覧
』
は
、「
押
勝
権
サ
カ
ン
ナ
リ
ト
云
ヘ
ド
モ
道
鏡
ガ
常
ニ
孝
謙

ノ
御
前
ニ
侍
テ
其
恩
寵
己
ガ
上
ニ
ア
ル
コ
ト
ヲ
憤
リ
テ
常
ニ
心
モ
ト
ナ
ク
ヲ
モ
ヒ

テ
」、
と
説
明
す
る
。
こ
の
よ
う
に
、
押
勝
の
乱
を
、
道
鏡
と
押
勝
の
間
の
、
孝
謙

帝
の
寵
の
奪
い
合
い
と
す
る
考
え
は
、
当
時
す
で
に
一
般
的
だ
っ
た
。
そ
れ
に
対

し
て
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
押
勝
は
、
道
鏡
に
反
旗
を
翻
し
、「
三
尾
崎
の
大
城
」

に
立
て
籠
も
っ
た
自
ら
の
行
為
に
対
し
て
、
こ
う
述
べ
る
。

　
　

�

下
官
天
皇
の
御
寵
愛
を
う
し
な
ひ
奉
り
し
を
恨
み
奉
り
て
、
か
く
こ
も
り
た

る
に
あ
ら
ず
。
只
道
鏡
が
天
が
下
の
民
を
苦
し
め
む
事
を
お
も
ひ
は
か
り
て

さ
む
ら
ふ
の
み
な
り
。

（
第
四
条
）

こ
こ
で
は
、
孝
謙
帝
の
寵
を
奪
い
合
い
と
い
う
見
方
は
、
押
勝
自
身
の
言
葉
に
よ
っ

て
否
定
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
押
勝
は
こ
の
後
、
道
祖
王
ら
と
と
も
に
、
三
尾

崎
の
大
城
を
捨
て
、
伊
吹
山
へ
と
逃
れ
る
こ
と
に
な
る
わ
け
だ
が
、
そ
こ
で
、
押

勝
の
兄
、
豊
成
の
言
葉
で
、
彼
の
来
歴
が
語
ら
れ
る
。

　
　

�

藤
原
の
仲
麻
呂
こ
そ
天
皇
の
御
寵
愛
あ
つ
く
、位
は
大
保
右
大
臣
也
に
任
ら
れ
、

又
家
は
大
職
冠
よ
り
こ
の
か
た
、
国
を
た
す
け
て
あ
し
き
人
を
ば
と
り
押
へ
、

軍
に
は
う
ち
勝
の
功
あ
り
と
て
、
藤
原
恵
美
押
勝
と
た
ま
ひ
、
そ
の
う
へ
御

寵
愛
の
あ
ま
り
、
一
位
を
授
け
大
師
に
任
じ
給
ふ
大
政
大
臣
也
と
な
ん
。
さ
る

事
の
後
は
き
か
ざ
り
し
に
、
い
か
に
し
て
か
く
太
子
の
御
供
つ
か
ふ
ま
つ
り

て
、
山
の
か
く
れ
に
は
ま
よ
ひ
来
つ
る
。
お
も
ひ
か
け
ず
。

（
第
六
条
）

孝
謙
帝
の
寵
の
厚
い
こ
と
が
、
押
勝
の
来
歴
に
と
っ
て
重
要
な
の
で
は
な
い
。
大

職
冠
鎌
足
以
来
の
由
緒
あ
る
家
柄
で
あ
る
こ
と
こ
そ
が
重
要
な
の
で
あ
る
。
彼
は

ま
ぎ
れ
も
な
い
、貴
種
と
し
て
物
語
中
に
登
場
す
る
。そ
し
て
、そ
れ
が
道
鏡
の「
成

り
上
が
り
」
を
糾
弾
す
る
資
格
と
な
る
の
で
あ
る
。
地
方
か
ら
中
央
へ
と
成
り
上

が
っ
て
い
く
道
鏡
の
身
振
り
に
対
し
、
押
勝
は
権
力
の
中
枢
か
ら
の
落
魄
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
。
二
人
の
造
形
は
、
綺
麗
に
対
照
を
な
し
て
い
る
。

『
本
朝
水
滸
伝
』
に
お
け
る
恵
美
押
勝
の
乱
と
は
、
孝
謙
帝
の
寵
の
奪
い
合
い
で
は

な
い
。「
す
ぢ
な
き
」
成
り
上
が
り
者
道
鏡
と
、
貴
種
恵
美
押
勝
と
い
う
、
対
立
の

図
式
な
の
で
あ
る
。
物
語
は
こ
う
し
て
二
人
を
峻
別
す
る
。
こ
れ
を
典
拠
の
問
題

と
し
て
述
べ
れ
ば
、『
前
々
太
平
記
』
あ
る
い
は
、『
本
朝
通
紀
』
の
世
界
観
と
『
本

朝
水
滸
伝
』
の
そ
れ
と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
。
こ
れ
は
文
辞
を
引
く
『
王
代
一
覧
』
の
場
合
も
や
は
り
特
別
視
す
る
わ
け

に
は
い
か
な
い
。
そ
う
し
た
典
拠
か
ら
離
れ
た
独
自
の
論
理
に
よ
っ
て
『
本
朝
水

滸
伝
』
は
作
品
世
界
を
形
造
っ
て
い
る
。

５　

反
乱
軍
の
形
象

　

道
鏡
と
対
蹠
的
な
位
置
に
い
る
の
は
、
何
も
押
勝
ひ
と
り
で
は
な
い
。
反
乱
軍

に
加
わ
る
者
の
多
く
が
、
押
勝
と
同
様
の
来
歴
を
抱
え
て
い
る
。
ま
ず
、
押
勝
の

兄
豊
成
だ
が
、
公
金
を
使
い
込
ん
だ
彼
は
、
自
ら
の
死
を
偽
装
し
て
、
逃
亡
す
る

こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
そ
し
て
白
猪
と
名
を
変
え
、
伊
吹
山
の
猟
師
た
ち
の

王
と
な
っ
た
わ
け
だ
が
、
彼
は
決
し
て
そ
の
境
遇
に
満
足
し
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
。「
麁
栲
に
こ
そ
あ
れ
、
か
く
縫
ひ
し
た
て
さ
せ
て
、
む
か
し
の
す
が
た
を
や
つ

し
侍
ら
ず
」
と
、
お
の
れ
の
出
自
へ
の
自
負
も
露
わ
に
、「
天
下
も
し
さ
わ
が
し
く

な
ら
ば
、
ふ
た
ゝ
び
蘇
生
た
る
お
も
ひ
に
て
、
君
を
た
す
け
奉
り
、
民
を
め
ぐ
み

つ
か
ふ
ま
つ
り
て
、
伏
せ
た
る
面
を
世
に
あ
げ
ん
ず
」
と
、
も
と
の
身
分
へ
返
り

咲
く
機
会
を
常
に
希
求
し
て
や
ま
な
い
（
第
六
条
）。
次
に
、
吉
備
武
鹿
の
場
合
を

挙
げ
よ
う
。
酒
折
の
山
男
と
い
う
盗
賊
の
一
味
で
あ
る
彼
も
ま
た
、
同
様
の
述
懐

を
口
に
す
る
。

　
　

�

お
の
れ
は
か
く
て
さ
ぶ
ら
へ
ど
も
、
吉
備
の
武
彦
か
曾
孫
に
て
、
吉
備
の
武
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村
が
真
子
、
同
じ
く
武
鹿
と
申
者
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
。
し
ろ
し
め
す
ご
と
く
、

功
あ
る
家
に
て
さ
ぶ
ら
ふ
を
、
い
さ
ゝ
か
の
誤
に
て
、
官
位
を
召
上
ら
れ
、

我
と
ゝ
も
に
、
甲
斐
の
国
を
お
ひ
や
ら
れ
、
親
な
る
武
村
は
其
恥
を
し
の
び

得
ず
、
終
に
口
お
し
き
筋
に
て
身
ま
か
り
て
侍
る
を
、
お
の
れ
ま
だ
若
く
さ

ぶ
ら
ふ
に
、
世
の
わ
た
ら
ひ
せ
ん
す
べ
な
く
、
心
の
外
に
山
ご
も
り
の
盗
人

と
な
り
て
さ
ぶ
ら
ふ
を
、是
な
る
山
男
の
大
人
に
い
き
あ
ひ
、身
の
上
を
明
し
、

こ
ゝ
の
い
き
ほ
ひ
の
ま
さ
り
た
る
を
立
て
司
と
し
、
お
の
れ
は
副
司
と
な
り

て
さ
ぶ
ら
ふ

（
二
十
四
条
）

吉
備
武
彦
は
、『
日
本
書
紀
』
景
行
紀
に
、「
天
皇
、
則
吉
備
武
彦
ト
大
伴
武
日
連

ニ
命
オ
ホ
セ
給
フ
テ
、
日
本
武
尊
ニ
従
ハ
シ
ム
」
と
、
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
に
付
き
従
っ

た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
る
人
物
で
あ
る
。
近
松
の
『
日
本
武
尊
吾
妻
鑑
』（
享
保
五
年

〈
一
七
二
〇
〉
初
演
）
に
も
登
場
し
、
近
世
に
は
ヤ
マ
ト
タ
ケ
ル
の
臣
と
し
て
広
く
認

知
さ
れ
て
い
た
と
思
し
い
。
吉
備
武
鹿
の
「
し
ろ
し
め
す
ご
と
く
、
功
あ
る
家
に

て
さ
ぶ
ら
ふ
を
」
と
い
う
自
負
も
、
そ
れ
を
ふ
ま
え
て
読
ま
な
け
れ
ば
、
彼
の
忸

怩
た
る
内
心
を
汲
み
取
っ
た
こ
と
に
は
な
る
ま
い
。
自
ら
の
出
自
へ
の
自
負
と
は

裏
腹
に
、「
い
さ
ゝ
か
の
誤
」
に
よ
っ
て
、
盗
賊
に
ま
で
落
魄
し
た
彼
の
境
涯
は
、

ま
さ
に
豊
成
と
相
似
形
を
な
し
て
い
る
。
こ
の
二
人
の
み
で
は
な
い
、『
本
朝
水
滸

伝
』で
は
、同
様
の
境
涯
を
持
つ
人
物
が
そ
れ
こ
そ
陸
続
と
登
場
す
る
。第
十
二
条
、

明
日
香
大
太
刀
は
、「
世
に
似
な
き
国
罪
」
を
犯
し
、
大
和
国
を
逐
わ
れ
、
紀
伊
の

山
中
に
暮
ら
し
て
い
た
、
彼
も
極
刑
に
な
る
は
ず
だ
っ
た
自
分
の
命
を
救
っ
て
く

れ
た
旧
主
和
気
清
麻
呂
を
思
い
、「
さ
れ
ど
一
度
は
御
救
免
を
こ
ひ
奉
り
て
本
国
に

帰
り
、
卿
（
清
麻
呂
）
へ
御
恩
謝
つ
か
ふ
ま
つ
ら
ん
と
お
も
ひ
候
」
と
願
っ
て
い
た
。

ま
た
第
十
三
条
、跡
見
武
雄
・
武
荒
兄
弟
は
、旧
主
粟
田
朝
臣
真
人
の
娘
に
あ
た
る
、

清
麻
呂
の
妻
子
を
拐
か
し
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
過
ち
を
大
い
に
悔
い
、「
御
つ
か
へ

の
忠
誠
」
を
再
び
、
清
麻
呂
の
妻
子
に
尽
く
す
こ
と
と
な
る
。
第
二
十
四
条
、
文

石
の
倭
蜘
の
親
は
、
皇
太
子
道
祖
王
の
「
御
馬
飼
」
で
あ
り
、「
病
に
か
こ
ち
て
」、

三
河
国
に
退
い
た
と
い
う
経
歴
を
も
つ
。そ
う
し
た
お
の
れ
の
出
自
を
意
識
し
、「
都

の
さ
わ
ぎ
を
聞
て
」「
い
と
口
を
し
く
思
ひ
」、「
か
ゝ
る
時
に
あ
た
り
て
こ
そ
、
御

恵
み
の
御
報
ひ
を
仕
ふ
ま
つ
ら
む
も
の
を
と
」
い
っ
た
思
い
を
抱
い
て
い
た
。
蝦

夷
の
王
カ
ム
イ
ボ
ン
デ
ン
ト
ビ
カ
ラ
は
、
実
際
は
、「
も
と
よ
り
の
え
み
し
」
で
は

な
く
、「
み
ち
の
く
山
に
金
を
掘
出
し
て
候
高
麗
の
安
多
倍
が
次
の
子
」「
高
麗
の

白
主
」
で
あ
っ
た
。「
其
山
の
上
司
」
で
あ
る
親
の
も
と
で
、
兄
と
と
も
に
働
く
べ

き
と
こ
ろ
を
、「
い
さ
ゝ
か
の
咎
」
に
よ
り
、「
は
る
け
く
お
ひ
遣
ら
れ
」、
落
魄
の

結
果
、
蝦
夷
と
な
っ
た
。
も
と
よ
り
そ
の
境
遇
に
甘
ん
じ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
、

い
ず
れ
は
「
一
国
の
あ
る
じ
」
と
成
り
、「
古
さ
と
の
親
兄
へ
も
、
そ
れ
が
い
さ
を

し
に
よ
り
て
、
ふ
た
ゝ
び
面
を
合
せ
候
は
ん
」
こ
と
へ
の
野
心
を
密
か
に
燃
や
し

て
い
る
。
彼
も
ま
た
、
自
ら
の
出
自
へ
と
返
り
咲
く
こ
と
を
願
う
、
豊
成
の
一
変

型
な
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、『
本
朝
水
滸
伝
』
に
お
い
て
、
反
乱
軍
に
加
わ
る
者
た
ち
の
多
く

は
、
心
な
ら
ず
も
落
魄
し
、
お
の
れ
の
分
限
に
合
わ
ぬ
不
遇
を
か
こ
っ
て
い
る
。

も
と
の
地
位
へ
と
再
び
返
り
咲
く
こ
と
こ
そ
が
、
彼
ら
の
本
懐
な
の
で
あ
る
。
そ

う
し
た
彼
ら
に
と
っ
て
、「
す
ぢ
な
き
」
成
り
上
が
り
者
の
道
鏡
は
、
そ
れ
こ
そ
命

を
賭
け
て
憎
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
存
在
で
あ
ろ
う
。
お
の
れ
の
分
限
を
わ
き
ま

え
ず
、
皇
位
ま
で
望
ん
だ
道
鏡
、
自
分
た
ち
が
本
来
い
る
べ
き
地
位
に
の
さ
ば
る

道
鏡
の
「
成
り
上
が
り
」
は
落
魄
し
た
者
た
ち
の
自
尊
心
を
ど
れ
ほ
ど
傷
つ
け
た

だ
ろ
う
か
。
彼
ら
に
と
っ
て
反
乱
と
は
失
っ
た
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
奪
還
す
る

た
め
の
戦
い
な
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
、
よ
う
や
く
、
冒
頭
に
掲
げ
た
葛
城
王
の
問
題
に
戻
る
こ
と
が
で
き
る
。

作
品
の
中
で
は
、
葛
城
王
の
子
と
し
て
、「
浅
香
王
」
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。

作
者
の
創
作
で
あ
る
こ
の
人
物
を
反
乱
軍
に
引
き
入
れ
る
た
め
に
押
勝
の
一
味
が

さ
ま
ざ
ま
に
画
策
し
た
そ
の
顚
末
が
こ
の
箇
所
の
読
み
ど
こ
ろ
と
な
る
。
つ
ま
り
、

葛
城
王
を
誰
に
比
定
す
る
か
が
重
要
と
な
っ
て
く
る
の
は
、
こ
の
浅
香
王
の
素
性

に
関
わ
る
か
ら
な
の
だ
。
右
に
論
じ
た
よ
う
に
、
反
道
鏡
の
旗
印
を
掲
げ
る
と
い
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う
こ
と
は
、
す
な
わ
ち
、
道
鏡
の
「
成
り
上
が
り
」
を
糾
弾
す
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
そ
の
資
格
と
な
る
の
は
、
貴
種
の
徴
で
あ
る
。
諸
説
あ
る
「
葛
城
王
」
の

引
き
当
て
の
う
ち
で
、
そ
れ
が
も
っ
と
も
際
だ
つ
の
は
、
橘
諸
兄
や
、
そ
の
他
の

王
と
す
る
万
葉
学
上
の
諸
説
よ
り
も
、
天
智
天
皇
と
す
る
俗
説
の
方
で
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
俗
説
を
利
用
す
る
背
景
に
は
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
主
題
と
の
照
応
が
秘
め

ら
れ
て
い
る
。「
葛
城
王
」を
天
智
天
皇
と
す
る
こ
と
で
、は
じ
め
て
浅
香
王
は
、「
天

智
の
落
胤
」
と
い
う
反
乱
軍
に
参
加
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
人
物
と
な
る
の
だ
。

６　

ま
と
め
に
替
え
て
―
―
反
復
さ
れ
る
主
題
―
―

『
本
朝
水
滸
伝
』
全
編
を
一
貫
す
る
図
式
に
つ
い
て
、
高
田
衛
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
る
（
12
）。

　
　

�

こ
の
長
編
構
想
を
一
貫
す
る
の
は
、
道
鏡
＝
高
野
天
皇
に
代
表
さ
れ
る
古
代

中
央
政
権
と
、
押
勝
＝
道
祖
王
に
代
表
さ
れ
る
亡
命
者
・
辺
境
民
連
合
と
の

間
の
、
対
立
・
抗
争
と
い
う
基
本
図
式
で
あ
っ
た
。

本
稿
が
目
指
し
た
も
の
は
、
高
田
の
提
示
し
た
こ
の
図
式
を
登
場
人
物
の
側
か
ら

再
検
討
す
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
結
果
、「
中
央
政
権
」
と
「
亡
命
者
・
辺
境

民
連
合
」
と
の
対
立
の
図
式
を
支
え
て
い
る
の
が
、
落
魄
し
た
者
た
ち
が
抱
え
る
、

お
の
れ
の
出
自
へ
の
捨
て
ら
れ
ぬ
自
尊
心
な
の
だ
と
い
う
結
論
に
到
っ
た
。
こ
う

し
た
動
機
付
け
の
上
で
、
こ
の
対
立
の
図
式
は
読
ま
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

　

ま
た
、「
成
り
上
が
り
」
に
つ
い
て
贅
言
す
れ
ば
、「
成
り
上
が
り
」
を
憎
む
の
は
、

太
平
の
世
の
物
語
の
条
件
で
あ
る
。『
王
代
一
覧
』
は
神
武
天
皇
か
ら
は
じ
ま
り
、

家
康
に
よ
る
元
和
偃
武
ま
で
を
描
く
通
史
だ
が
、
林
家
の
鵞
峰
の
手
に
な
る
書
だ

け
あ
っ
て
、
体
制
側
の
論
理
が
見
え
隠
れ
す
る
。
そ
こ
で
は
、
成
り
上
が
り
の
秀

吉
に
対
し
て
、
新
田
義
貞
以
来
の
源
氏
の
系
統
を
継
ぐ
由
緒
正
し
き
家
柄
の
人
物

と
し
て
家
康
は
登
場
し
て
く
る
。
こ
れ
は
豊
臣
政
権
に
対
し
て
、
徳
川
政
権
の
正

当
性
を
謳
っ
た
も
の
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
よ
う
に
、「
成
り
上
が
り
」
を
憎
む
の
は

太
平
の
世
の
物
語
の
常
套
で
あ
る
。
か
っ
て
乱
世
の
英
雄
で
あ
っ
た
、「
成
り
上
が

り
」者
た
ち
は
、太
平
の
世
か
ら
は
疎
ん
じ
ら
れ
る
。も
ち
ろ
ん
、民
衆
の
側
に
あ
っ

て
は
、「
成
り
上
が
り
」
の
英
雄
へ
の
期
待
は
常
に
伏
在
し
て
い
た
で
あ
ろ
う
。
だ

が
、
少
な
く
と
も
体
制
の
側
の
論
理
に
、
そ
の
居
場
所
は
な
い
。「
成
り
上
が
り
」

を
憎
む
『
本
朝
水
滸
伝
』
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
は
近
世
の
社
会
に
合
致
し
た
物

語
で
あ
っ
た
は
ず
だ
。
あ
る
い
は
、
反
乱
を
描
く
危
う
い
物
語
は
、
そ
の
一
点
で

か
ろ
う
じ
て
、
近
世
封
建
社
会
の
物
語
た
り
得
て
い
る
と
言
う
べ
き
か
も
し
れ
な

い
。

　

最
後
に
構
成
に
つ
い
て
一
言
を
付
す
。『
本
朝
水
滸
伝
』
の
構
成
は
、
①
は
か
ら

ず
も
落
魄
し
た
者
た
ち
が
、②
も
と
の
地
位
へ
の
自
尊
心
を
口
に
し
、そ
し
て
ま
た
、

③
再
起
を
か
け
て
反
乱
軍
に
加
わ
っ
て
ゆ
く
。
と
い
う
パ
タ
ー
ン
の
繰
り
返
し
で

成
り
立
っ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
、
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
が
あ
り
、
別
の

挿
話
を
間
に
挟
み
は
す
る
も
の
の
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
基
本
的
な
長
編
構
造
は
ほ

と
ん
ど
こ
の
形
式
の
繰
り
返
し
に
収
斂
さ
れ
て
し
ま
う
。
そ
し
て
、
彼
ら
が
自
ら

の
出
自
を
語
り
、
道
鏡
へ
の
憎
悪
を
口
に
す
る
こ
と
で
、
は
じ
め
に
提
示
さ
れ
た
、

道
鏡
対
反
道
鏡
勢
力
の
図
式
は
、
常
に
喚
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、

同
一
の
主
題
を
繰
り
返
す
こ
と
に
よ
っ
て
、『
本
朝
水
滸
伝
』
の
対
立
の
図
式
は
、

物
語
を
支
え
る
求
心
力
と
し
て
機
能
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。『
本
朝

水
滸
伝
』
の
同
時
期
に
お
け
る
希
有
な
長
編
化
を
支
え
た
要
因
の
ひ
と
つ
と
し
て
、

主
題
の
反
復
と
い
う
手
法
を
挙
げ
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
無
論
、

『
本
朝
水
滸
伝
』
は
多
様
な
要
素
を
持
つ
作
品
で
あ
っ
て
、
そ
れ
に
つ
い
て
断
言
す

る
に
は
さ
ら
な
る
考
察
が
必
要
で
あ
ろ
う
。

（
１
）�

歌
番
号
三
八
〇
七
。
訓
は
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
。

（
２
）�『
本
朝
水
滸
伝
』
本
文
及
び
、
注
の
引
用
は
す
べ
て
新
日
本
古
典
文
学
大
系
に
拠
る
。
た
だ
し
ル

ビ
に
つ
い
て
は
適
宜
省
略
に
従
っ
た
。
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（
３
）�

片
桐
洋
一
編
『
毘
沙
門
堂
本
古
今
集
注
』（
八
木
書
店
、
一
九
九
八
年
）

（
４
）�
新
訂
増
補
国
史
大
系
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

（
５
）�『
契
沖
全
集
』
第
六
巻
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
五
年
）

（
６
）�
槙
山
雅
之「『
西
山
物
語
』四
書
肆
合
刻
本
の
異
本
に
つ
い
て
」（『
国
際
文
化
研
究
』一〈
一
九
九
四

年
一
二
月
〉）

（
７
）�『
論
集
日
本
文
学
日
本
語
』
四
（
角
川
書
店
、
一
九
七
八
年
）

（
８
）�

新
日
本
古
典
文
学
大
系
の
訓
に
拠
る
。
以
下
同
じ
。

（
９
）�

叢
書
江
戸
文
庫
『
前
々
太
平
記
』（
国
書
刊
行
会
、
一
九
八
八
年
）
板
垣
俊
一
解
題
な
ど
。

（
10
）�『
伊
予
史
談
会
双
書
第
十
五
集　

予
陽
郡
郷
俚
諺
集
・
伊
予
古
蹟
志
』（
愛
媛
県
教
科
図
書
株
式
会

社
、
一
九
八
七
年
）

（
11
）�

引
用
は
講
談
社
学
術
文
庫
『
源
氏
物
語
湖
月
抄
』
に
拠
る
。

（
12
）�

高
田
衛
「
亡
命
、
そ
し
て
蜂
起
へ
向
か
う
物
語
」（『
文
学
』
五
二
―
四
、一
九
八
四
年
四
月
）

〔
付
記
〕�

本
稿
は
、
日
本
文
学
協
会
第
二
十
七
回
研
究
発
表
大
会
（
二
〇
〇
七
年
七
月
一
五
日
、
於
中
京

大
学
）
に
お
け
る
口
頭
発
表
を
も
と
に
補
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
等
で
ご
示
教
を
賜
り
ま

し
た
諸
先
生
方
に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。


